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見通しに関する注記事項�

このアニュアルレポートに記載されている、SBIホールディングス株式会社および連結子会社の現在の計画、見通し、戦略などのうち、歴史的事実のな
いものは、将来の業績に関する見通しであり、これらは各資料発表時点においてSBIホールディングスの経営方針により、入手可能な情報およびSBI
ホールディングスが合理的であると判断した一定の前提に基づいて作成したものです。従って、主要市場における経済情勢やサービスに対する需要
動向、為替相場の変動など、さまざまな要因の変化により、実際の業績は記述されている見通しとは、異なる結果となり得ることをご承知おきください。�
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2005

ソフトバンク（株）の純粋持株会社化に伴う事業再編成を受けて、ソフトバンク（株）
管理本部がソフトバンク・ファイナンス（株）として独立。�
金融関連分野における事業活動を統括する事業持株会社となる。�

ベンチャーズ・インキュベーション事業を行う事を目的として、�
ソフトバンク・インベストメント（株）を設立 �

�

モーニングスター（株）がナスダック・ジャパン市場（現：大証ヘラクレス）に上場 �

イー・トレード（株）がナスダック・ジャパン市場（現：大証ヘラクレス）に上場 �

ソフトバンク・インベストメント（株）がナスダック・ジャパン市場�
（現：大証ヘラクレス）に上場 �

�

ソフトバンク・フロンティア証券（株）（ワールド日栄証券と合併後、SBI証券（株）に
商号変更）がナスダック・ジャパン市場（現：大証ヘラクレス）に上場 �

�

ソフトバンク・インベストメント（株）が東京証券取引所市場第一部に上場�

ソフトバンク・インベストメント（株）が大阪証券取引所市場第一部に上場 �

�

ソフトバンク・インベストメント（株）がイー・トレード（株）と合併し、�
事業持株会社としてイー・トレード証券（株）他を子会社とする。�
以後、ソフトバンク・インベストメント（株）を中核会社とする事業再編を加速。�

ファイナンス・オール（株）が大証ヘラクレス市場に上場�

ワールド日栄証券（株） （現商号：SBI 証券 （株）） を買収し、子会社とする �

�

ファイナンス・オールの子会社であるベリトランス（株）�
（現商号：SBIベリトランス（株））が大証ヘラクレス市場に上場�

イー･トレード証券（株）がJASDAQ市場に上場�

�

公募増資によりソフトバンク（株）の持株比率が低下し、�
ソフトバンク（株）の連結子会社から持分法適用関連会社に変更�

ソフトバンク・インベストメント（株）がSBIホールディングス（株）に商号変更�
会社分割により、ファンド運営事業をソフトバンク・インベストメント（株）�
（旧商号：SBIベンチャーズ（株））に移管し、持株会社体制へ移行�
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1

新生SBIグループ�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

正しい倫理的価値観を持つ�

金融イノベーターたれ�

新産業クリエーターを目指す�

セルフエボリューションの継続�

社会的責任を全うする�

2005年7月、ソフトバンク・インベストメント株式会社は�

ファンド運営事業を分割委譲するとともに、�

SBIホールディングス株式会社に社名変更し、�

持株会社体制に移行しました。�

お客様のために、投資家のために、より革新的なサービス、�

ビジネスの創出につとめ、顧客価値、株主価値、人材価値の総和たる�

企業価値の極大化を追求してまいります。�

 

SBIグループの経営理念�

�
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ファンド事業�

ソフトバンク・インベストメント（株）�
（旧商号SBIベンチャーズ（株））�
�

ブローカレッジ＆インベストメントバンキング事業�

ファイナンシャル・サービス事業�

非金融分野�

�

�

持株会社SBIホールディングスの設立�

持株会社体制への�
移行 �
� 企業価値の飛躍的な拡大へ向けて。�

　2005年7月1日、ソフトバンク・インベストメント株式会社はファンド運営事業等を分割し、100％子会社であ

るSBIベンチャーズ株式会社に承継するとともに、商号を「SBIホールディングス株式会社」に変更し、持株会社

体制に移行しました。�

　これにより、グループの経営理念とビジョンに基づいた全体戦略を持株会社において策定し、グループシナジ

ーを徹底的に追求する事業ポートフォリオの構築を進めるとともに、金融のコングロマリット化の流れを先取る

強固な総合金融グループ体制を確立していきます。そして、金融ビジネスで培ってきた経営資源やノウハウを活

用し、金融と密接する事業領域、グループ会社と関係する金融以外の事業領域への進出も視野に入れ、飛躍的な

企業成長を目指します。�

ソフトバンク・インベストメント（株）�

ファンド事業�

�

SBIホールディングス（株）�
（SBI Holdings, Inc.）
�
�

持株会社移行前� 持株会社移行後�

7月1日商号変更�

バイオビジョン・キャピタル（株）�

ソフトバンク・コンテンツ・パートナーズ（株）�

SBIベンチャーズ（株）�

�

�

アセットマネジメント事業�

�

3社合併�

�

ファンド事業移管�

�

SBIグループは3つのコアビジネスを中心とした�
総合金融グループを形成しています。�
�

3つのコアビジネス�

�

●アセットマネジメント事業�
�
�

ソフトバンク・インベストメント（株）

を中心としたIT・バイオ・企業再生・

LBO等のファンド運用業務、SBIア

セットマネジメントを中心とした投

資商品の組成業務 �

�
ソフトバンク・インベストメント（株）�
SBIブロードバンドキャピタル（株）�
SBIキャピタル（株）�
SBIアセットマネジメント（株）�
SBIアルスノーバ・リサーチ（株）�
SBIパートナーズ（株）�
�
�

●ブローカレッジ＆インベストメント�
　バンキング事業�
�

イー・トレード証券（株）とSBI証券（株）

を中心に「ネット」と「リアル」の融合

を図りながら展開する総合証券業務�

�

�
�

イー・トレード証券（株）�
SBI証券（株）�
イー・コモディティ（株）�
E*TRADE KOREA CO., LTD.�
�
�

●ファイナンシャル・サービス事業�
�
�

ファイナンス･オールとその子会社

を中心に展開する総合マーケットプ

レイス業務、利便性が高く有利な住

宅ローン等の金融商品を提供する

金融プロダクト業務 �

�

ファイナンス・オール（株）�
SBIモーゲージ（株）�
SBIリース（株）�
SBIベリトランス（株）�
モーニングスター（株）�
ゴメス・コンサルティング（株）�
SBIビジネスローン（株）�
SBIイコール・クレジット（株）�

2
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�

統一ブランドを制定し、グループアイデンティティを明確にします。�
　持株会社体制への移行にともない、「SBI」をグループの統一ブランドに制定し、シンボルマークを一新しまし

た。「SBI」を各グループ会社の商号にも冠することで、グループアイデンティティを明確にするとともに、ブラン

ド価値を共有することで、グループの連帯感・一体感の醸成を図ります。�

�

SBIグループの�
ビジョン�
�
�

1. 顧客価値を土台として、株主価値・人材価値との相乗効果を働かせ�
    企業価値の極大化を図る。�
�

　SBIグループでは、企業価値を顧客価値、株主価値、人材価値の総和として考えています。�

　顧客価値とは、その企業が提供する財・サービスの本源的価値であり、顧客がその企業の財・サービスに対し

て支払うキャッシュフローです。�

　株主価値とは、その企業の株式時価総額と負債の時価総額の和であり、将来予想されるフリーキャッシュフロ

ーの現在価値です。�

　人材価値とは、その企業の役職員の価値であり、それは企業に創造性、差別化、競争力をもたらす源泉として、

非常に重要な戦略的資源です。�

�

2. グループ内上場企業の合算時価総額を現在の1兆円から3年後に3兆円、�
    5年以内に5兆円とすることを目指す。�
�

　この目標達成の方策として、グループの上場企業の自己成長・自己増殖、グループの未上場企業の株式の

新規公開、M&A・ジョイントベンチャーの設立・戦略的提携を通じて時価総額の増大を目指します。�

�

3. 「強い企業」から「強くて尊敬される企業」を目指す。�
�

　SBIグループは本業を通じて社会に貢献するだけでなく、法令順守および倫理的行動の徹底、人材の育成、地

域社会への貢献、環境への配慮など、企業の社会的責任を積極的に果たしていくことで、「強くて尊敬される企

業」を目指し企業価値の長期的な増大を図っていきます。�

�

�

SBIグループの�
ブランド強化�
�
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Interview with SBI Holdings CEO Yoshitaka Kitao 

Q u e s t i o n

持株会社体制への移行の狙いは何でしょうか？ �
�
　おもに以下の3つの狙いがあります。�

　第1に、金融業の統合化の流れを先取る総合金融グループ体制の構築です。�

　これは、業態の垣根を越えた金融機関のコングロマリット化を推進する金融行政当局の考え方とも一致しており、それを先取りする

意図があります。�

　第2に、グループシナジーを徹底的に追求する事業ポートフォリオの構築です。�

　持株会社において、グループ全体に係る事業戦略および経営理念やビジョンを策定し、それらをグループ全体に浸透させることにより

飛躍的な企業成長を実現する企業集団の形成を図ります。また、事業ポートフォリオの戦略的な追加・入れ替えを機動的に行い事業

の効率化を推進していきます。�

　そして3番目が、「金融を核に金融を超える」を実践する組織体制の構築です。�

　ソフトバンクの連結から外れ、事業領域の制約がなくなったことにより、非金融分野への加速度的な進出を円滑に推進していきます。�

�

�

ソフトバンクの連結から外れ、財務戦略上の制約がなくなったわけですが、�
どのような効果・影響が出ていますか？�
�

　2005年3月の公募増資により、当社は、ソフトバンクの連結子会社から持分法適用関連会社に変更になり、ソフトバンクから独立

して信用力を独自に評価される体制が整いました。具体的には次のような効果が現れています。�

　まず、社債については、2005年6月に日本格付研究所（JCR）より、SBIホールディングスは「BBB（トリプルB）」の格付を、イー・

トレード証券は、ソフトバンクを上回る「BBB+（トリプルBプラス）」の格付けを取得しました。2005年7月25日には600億円の社

債発行登録が完了し、柔軟な財務戦略の展開が可能になりました。�

　銀行与信でも「ソフトバンク・グループとしての総与信枠」の判断から、「独立した企業集団」としての評価に移行し、2005年6月に

ソフトバンク・インターネットテクノロジー・ファンドの一部出資口の取得資金として350億円の銀行借入を行いました。この借入金と

自己資金155億円を合わせて同ファンドの出資口500口を505億円で取得しています。�

�

Q u e s t i o n

顧客中心主義を徹底し、�

グループ一丸となって、総合金融グループとしての�

事業拡大に邁進していきます。�

顧客中心主義を徹底し、�

グループ一丸となって、総合金融グループとしての�

事業拡大に邁進していきます。�
代表取締役執行役員CEO　�

北尾吉孝�

�

4
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ビジョンの中にある「顧客価値を土台として、株主価値・人材価値との相乗効果を働かせ企業
価値の極大化を図る」とは、どういうことでしょうか？�
�

　私は、『企業価値とは、「顧客価値」＋「株主価値」＋「人材（役職員）価値」の総和である』、という考え方を採っています。「企業価

値」は「顧客価値」の創出が土台となり、「株主価値」・「人材価値」と相互に連関しながら生み出され、増大されていくものです。「顧

客価値」は私どもの認識では土台であり、第一義的なものであり、その創出は顧客に役立つ財・サービスを提供することからなされる

ものです。そして「顧客価値」の増大は、その提供する財・サービスの質の改善や低価格化等々により、顧客満足度を高め続けること

でもたらされます。そうした意味で、私は顧客中心主義をグループ全事業で貫くことがグループの繁栄にとって何より大切であり、新

生ＳＢＩグループにおいても引き続き、こうした考え方を我々のビジョンの根底に置いていこうと考えています。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

グループ内上場企業の合算時価総額を3年以内に3兆円、5年以内に5兆円とすることを目指
すとのことですが、その達成のための方策として、どのようなことを考えていますか？�
�

　SBIグループは、1999年4月に、私が管轄していたソフトバンクの旧管理本部55名で、インターネット金融グループ形成を目指し

てソフトバンク・ファイナンス（株）を設立したことから始まります。今では、上場企業7社を有し、そのグループ合算株式時価総額は約

1兆円になりました。（2005年3月の月間平均）ここまで来るのに6年を要しましたが、その間の我々の努力は筆舌に尽くし難いもの

でした。しかし、そうした創業の努力を考えると、これから3年後にグループ内公開企業の合算時価総額を3兆円、5年以内に5兆円に

するという目標は決して実現可能性が低いものではないと考えています。この目標達成の方策としては、以下の3つがあります。�

　まず第一にグループの上場各企業の自己成長・自己増殖。�

　次にグループ内の未上場企業の株式公開です。�

　私どものグループには有望な未公開企業が数多くありますし、これからも設立し、上場できるような企業に育てていきます。グルー

プ企業各社が上場企業となることにより、資金調達手段の選択肢が広がり、各社それぞれの資金ニーズに応じて成長資金を獲得しな

がら継続的な企業成長を実現させることにより、グループ全体としての株主価値向上を目指します。また、上場して独立した公開企業

になった企業が、グループの一員として連帯感を持ち、グループへの求心力を維持する工夫を上場会社毎に細かく検討する必要があ

ることは言うまでもありません。�

　3番目としてM&A、ジョイントベンチャーの設立・戦略的提携等を通じた株主価値の増加があります。�

　私は安易にM&Aを行うことは慎むべきだと思っています。なぜなら、M&Aのディールを完結すること自体は難しいとは思いません

が、1＋1＝3とか5のような形で株主価値の増大に中長期的につなげていくことは自分の経験に照らし合わせても極めて難しいこと

だと思うからです。一方、ジョイントベンチャーの設立や戦略的提携は、私どものようなネット関連のビジネスを展開する企業において

は株主価値を増加させる上で極めて有効な戦略と言えるでしょう。SBIグループのイー・トレード、モーニングスター、SBIベリトランス

などもジョイントベンチャーが出発点であり、これらの会社設立の投下資本はごく僅かでしたが、ほとんど3～5年で株式公開を果たし

ています。�

�

�

�

�

Q u e s t i o n

Q u e s t i o n

「企業価値」向上のメカニズム�
�

株主価値�
�

人材価値�
�

株主価値の増加�
�

人材価値の増加�
�

顧客価値�
�

「企業価値」は、顧客価値の創出が土台となり、株主価値・人材価値と相互に�
連関しながら生み出され、増大されていく　�

顧客中心主義をグループ全事業で貫く�
�

顧客価値の向上�
�

売上・利益の�
増加�
�

インセンティブの�
向上�
�

顧客価値の高い�
商品の提供�

�

5
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Interview with SBI Holdings CEO Yoshitaka Kitao 

「強い企業」から「強くて尊敬される企業」を目指す、という意味と方策について説明してい
ただけますか。�
�

　これまで、私どものグループは、高い収益力と成長力を保持し、効率性を重視した経営を行ってまいりました。しかし、これからは企

業を取り巻くステークホルダー（利害関係者）をより広範に捉え、彼らとより良い関係を構築することが求められています。「強い企業」

から「強くて尊敬される企業」に生まれ変わるために、我々全役職員のものの見方・考え方を根本的に規定している概念的枠組みを根

底から変えなくてはならないと考えています。�

　これは一種のパラダイムシフトであり、このためには以下のプロセスが必要であると私は考えます。�

まず、はじめに企業はその社会性を認識しなければなりません。企業は社会の一構成要素であり、社会に帰属しているからこそ存続で

きます。だから、企業は社会の維持・発展に貢献しなければならないのです。�

　次に、このような認識の下で、社会的信用を得なければなりません。自社の価値観・経営理念・ビジョンなどの概念的枠組みを明確

に規定し、その枠組みの中で、具体的に事業を行っていくための事業領域と、その領域内で勝ち抜くための競争戦略、顧客セグメント、

事業ポートフォリオなどを定めなければなりません。そして、これらすべてのことを、自社内外へ表明して、それを実践することです。�

　最後に、「社徳」を高めることです。私は人に人徳があるように、企業にも「社徳」があると考えています。具体的に「社徳」を得るた

めには、全役職員が徳性を高め、正しい倫理観をもつことや強力なコーポレートブランドの確立と維持が必要でしょう。�

�

�

�
グループの時価総額増加のためにSBIグループの企業生態系を今後どのように成長させてい
くか教えてください。�
�

　現存の企業生態系を効率的かつ飛躍的に成長させていくためには、私は次の２つのことをやらなければならないと考えています。�

（１）生態系を構成する各企業のシナジーを徹底的に追求することで、生態系の自己進化を促し、自己成長につなげていくこと。�

（２）外部から新しい経営資源を取り込み、一挙に既存の生態系を拡大するとともに、既存の経営資源とのシナジーを追求することに

よって成長させること。�

　そして、これらを同時並行的にどちらも進めていくべきだと思っています。また、後者の外部からの経営資源の取り込みについては、

次の４つのタイプがあると思います。�

　第1のタイプは、現SBIグループの大半の企業とシナジーを追求できるような金融事業分野です。このタイプで、現在私が本格的に

進出を検討しているのは銀行業です。中小規模の銀行という業種は収益力という点で魅力がないものになってしまっており、口座数

が増加するだけでは膨大なシステムコストを補って、余りある収益に達することは難しいため、私どもの企業生態系の他の構成企業と

さまざまなシナジーが働かなくては、銀行業への進出は断念すべきであろうと考えています。幸い私どものグループには、銀行の有望

な貸し出し先になりそうな多くの成長企業がソフトバンク・インベストメントの各ファンドの投資先としてあり、この8月には住宅ローン

残高が1,000億円に達したＳＢＩモーゲージ、消費者金融や中小企業金融を展開するＳＢＩイコール・クレジット・SBIビジネスローン、

不動産ビジネスを展開しているＳＢＩパートナーズ等々さまざまなグループ内外の企業群と銀行のシナジーを引き出すことができると

考えられ、グループ全体として、銀行への進出がポジティブな結果を生み出してくれるという目算はできています。�

　インターネット銀行は、インターネット証券との大きなシナジーをベースに、生態系の多くの構成企業とのシナジーを追求して初め

て、インターネット銀行自身の黒字化とグループ全体へのポジティブな貢献が可能となると考えています。�

Q u e s t i o n

Q u e s t i o n

SBI SBI

SBI SBI

SBI SBI

SBI SBI

SBI SBI

SBI SBI

新しい経営資源を加えることによる拡大の４つのパターン 

SBI SBI

I

III

II

IV
SBI SBI

グループ企業間の一層の�
シナジー増大につながる�
事業への進出�

SBIグループの既存事業と�
重なり同じ顧客基盤を持つ�
事業分野への進出�

グローバル展開� 金融を核に金融を超える�
�
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7

　第２のタイプは、現SBIグループの幾つかの企業と同じ顧客基盤を有する金融分野とオーバーラップするところがある非金融分野で

す。このタイプの例では、不動産業が挙げられます。不動産ビジネスを展開するSBIパートナーズの顧客基盤と、イー・トレード証券の

富裕層の顧客基盤がオーバーラップしていたり、SBIパートナーズで組成する不動産ファンドやリートをイー・トレード証券やSBI証券

で募集することが可能です。�

　第3のタイプは、既存の金融事業分野でのグローバル展開です。このタイプの例は、イー・トレードコリアのイー・トレード証券による

子会社化、米国のE*TRADE FINANCIAL との提携、またSBIホールディングスと香港のSW Kingswayとの資本関係を含めた提

携があります。この一連の資本関係を含めたグローバルな提携により、イー・トレード証券の顧客は日本の自分のパソコンから米国株、

香港・中国株（H株）、韓国株の取引が可能となります。�

　最後のタイプは、異業種分野への進出ですが、あくまでも、金融を核にした異業種への展開であり、具体的には、「既存のSBIグループ

企業と大きなシナジーがあると考えられる異業種領域」に参入するケースと、「既存SBIグループ企業のビジネスモデルがそのまま適用

できる異業種領域」へ参入するケースが考えられます。前者の例では、ネクシィーズとイー・トレード証券とがジョイントベンチャー（JV）

の形で設立した証券仲介業の合弁会社であるネクシィーズ・トレードや、セプテーニとファイナンス・オールがJVとして設立、金融に強い

ネット広告代理業のキャナウがあります。後者の例では、ファイナンス・オールでの総合比較サイトへの動きがそうでしょう。すなわち、保

険やローン商品の比較サイトをベースにしたマーケットプレイス事業で培ったビジネスモデルやノウハウを他の非金融商品へ応用し、

引越一括見積りサイト、リフォーム比較サイト等々でマーケットプレイス事業へ進出していることがその例にあたります。�

�

�

�
SBIグループは直接的社会貢献活動として、どのようなことを行っていますか。　�
�

　当グループは経営理念の中に社会的責任を果たす企業（Socially Responsible Company）であることを謳っています。本業を

通じた社会貢献としては、「金融イノベーター」として顧客の便益を高める金融サービスの提供や「新産業クリエーター」として21世

紀の中核となる新しい産業を育成するなどの活動をしています。�

　一方、直接的な社会貢献としては、利益の中から適切な範囲内で児童社会福祉施設等への寄付を行うことを基本的な考えとしてい

ます。税引後利益3億円以上を計上したグループ各社は、その利益の1%程度を寄付する予定です。（実施においては、グループ各社

の機関決定を前提にしています）�

　また、2005年10月6日に「SBI子ども希望財団」という財団を設立し、最も弱い立場にある被虐待児等の支援を引き続き行って

いく予定です。�

�

�

Q u e s t i o n

SBIホールディングス�
（単体）�
�
イー・トレード証券�
�
ＳＢＩ証券�
�
北尾  吉孝�
�
合　   計�
�
�
�
�

17,532

27,174

10,671

—

6,297

6,061

3,777

—

63

61

38

38

200

SBIグループの直接的社会貢献活動�

主たる事業�
�

基本財産�

名　　　称�
�

5億円�
�

SBI子ども希望財団

今年度の寄附実施見込み�
（単位：百万円）�
�

設立財団法人の概要�
�

1. 児童福祉に携わる施設の環境改善・充実 �
   のための寄附　　　　　　　　　　　�

2. 児童福祉向上を目的とする各種事業・団体�
  ・NPO法人等に対する寄附�

3. 入所児童の進学・就職のための自立支援�

4. その他、児童福祉向上に関連する支援�
�

売上高�
�

税引後利益�
�

寄付見込額�
�
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償還したファンドのパフォーマンス実績�
�

IRR 20.4% IRR 20.5%
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ITファンドの運用状況と成功報酬体系�

成功報酬の算出テーブル�

当初出資金を越えるキャピタルゲイン※に対する成功報酬の割合�

・50％以下の部分�⇒ 20%
・50％超200％以下の部分�⇒ 35%
・200％超�⇒ 50%

0
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1,500
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2000/3 2002/6 2003/6 2004/6 2005/3 2005/6

826
646

22
314

713 715

676
502 483

1,505
323

229 249
618 633

ソフトベン2号投資事業組合��
運用期間：９５年１１月～０４年１０月�

ソフトバンクベンチャーズ匿名組合�
（SV Angel ’96利益参加型社債）�
運用期間：９６年８月～０２年１２月�

支払報酬等 �
�

支払報酬等 �
�

成功報酬�　　�
�

（単位：億円）�
�

当初出資金�
�

〔当初出資金＋分配金〕�
＋成功報酬+支払報酬等 �

�

〔社債償還+累計社債利息〕�
+成功報酬+支払報酬等�

�

当初社債元本�

�

（単位：百万米ﾄﾞﾙ）�
�

成功報酬�　　��

（単位：億円）�
�

過年度支払報酬等215億円控除後�
合計1,831億円（当初出資金対比121.7%）�

簿
価
純
資
産（+

累
計
配
当
）+ 

時
価
の
あ
る
株
式
の
含
み
益�

�

時価のある��
株式の含み益�
�

現預金等�
（累計配当含む）�
�

投資残高�
�

当初出資金�

簿価純資産�
�

�

※キャピタルゲイン ≒ 簿価純資産 － 当初出資金�

�

好調なファンド運用実績�
――― 「ソフトベン2号投資事業組合」は、年間投資家利回り20.4％でクローズ�

持株会社体制への移行と�
アセットマネジメント事業の再編 �
�
　SBIグループは、グループのガバナンス機能を強化・充実

するため、2005年7月1日に持株会社体制へと移行しました。

これに伴い、SBIホールディングス（株）（旧商号ソフトバンク・

インベストメント（株））の行っていたファンド運営事業につい

ては、会社分割により子会社であるソフトバンク・インベスト

メント（株）（旧商号「SBIベンチャーズ（株）」）に移管しました。�

　また、ソフトバンク・インベストメント（株）にSBIグループの

ファンド運営事業を集約するため、ソフトバンク・インベストメ

ント（株）はIT関連ファンドの運用者であるソフトバンク・コン

テンツ・パートナーズ（株）およびバイオ関連ファンドの運用

者であるバイオビジョン・キャピタル（株）を吸収合併しました。�

�

�
投資実績（トラックレコード）の�
着実な積み上げ�
�

　1995年11月に設立した「ソフトベン2号投資事業組合」

を2004年10月に早期償還させ、年間投資家利回り（ＩＲＲ）

20.4%を確保しました。2002年12月に運用を終了した「ソ

フトバンクベンチャーズ匿名組合」（年間投資家利回り20.5%）

の投資結果に加えて、当社のファンド運用実績に新しい成果

を積み上げました。�

�

�

ITファンドの運用状況�
�

　2000年3月から7月にかけて、当初出資金1,505億円

で設立された旗艦ファンド「ソフトバンク・インターネットテ

クノロジー・ファンド」（以下、「ITファンド」）は本格的な投資

の収穫期に入り、運用期間を2年間延長しさらなる運用利回

りの向上を目指しています。�

　2005年6月末時点での同ファンドが保有する時価を有す

る有価証券の含み益は、715億円あり、投資残高、現預金、含

み益の合計は、過年度支払い報酬約215億円を控除後で、

1,831億円となりました。なお、弊社は、2005年6月に本フ

ァンドの出資口を505口追加取得し、現在、619口（41.1％）

を保有しています。�

�

�

ソフトバンク・インベストメント（株）�

SBIキャピタル（株）�

SBIアセットマネジメント（株）�

SBIアルスノーバ・リサーチ（株）�

SBIパートナーズ（株）�

�

ファンド事業の中核会社�

企業再生およびメザニン投資ファンドの運営・管理�

証券投資信託委託業務�

オルタナティブプロダクトの組成・運用管理�

JASDAQ上場（Code No.9653）：不動産関連事業�

�

アセットマネジメント事業の概況�
�

アセットマネジメント事業の主要企業�

�
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引き続き好調な投資先の新規公開および�
Ｍ＆Ａを通じたExit�
�

　2004年1月から同年12月までの期間における新規公開

およびM&Aは20社の目標社数を達成しました。2005年に

ついても同様に20社程度を目標としており、2005年8月現
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オンライン証券における圧倒的優位性�
―――  イー･トレード証券は、口座数70万口座を突破�

�

証券業界におけるポジショニング �
�
　イー・トレード証券の口座数は、2005年7月にオンライン専業

証券で初めて顧客口座数70万口座を突破し、預かり資産の総額

も、8月末現在で2兆7,395億円と、それぞれオンライン証券会

社で圧倒的なトップになっています。また、ＳＢＩ証券を加えると、

SBIグループの証券分野は、2005年6月末現在、878,505口座、

預かり資産3兆3,207億円に達しています。この数字は、国内証

券業界の他社と比較すると証券総合口座数のランキングで、野村

證券、大和証券グループ、日興証券グループ、新光証券についで

第5位、預かり資産のランキングでは、第11位になっています。�

�

�

月間口座開設件数が加速度的に増加�
�

　イー・トレード証券の口座開設件数は、2003年3月期には、月

平均4,652口座であったのが、2004年3月期には8,163口座、

2005年3月期には、20,066口座となり、2005年3月には過

去最高の33,968件を獲得しました。また、2005年4月以降も

高水準で推移しており、2005年4月から6月の平均で30,317

件とさらに口座の増加ペースが加速し、オンライン証券各社との

差をますます拡げています。�

�

�

株式委託売買代金比較�
�

　イー・トレード証券は、2005年1～3月期における株式委託売

買代金（機関投資家や外国人からの委託を含む）で野村證券を抜

き全証券会社中No.1となりました。さらに同年4～6月期には他

の証券会社が取引量を減らす中、引き続き取引量を増加させ、2

位との差をさらに拡げています。また、株式委託売買代金のうち、

個人投資家に限定した場合のシェアが、2005年4～6月期にお

いて24.8％になるなど、個人投資家の皆様から圧倒的な支持を

いただいています。�

　また、イー・トレード証券の2005年8月の国内株式の月間株

式売買代金は、5兆円を超え、１日平均売買代金が2,400億円を

超える過去最大の取扱額となりました。�

イー・トレード証券（株） JASDAQ上場（Code No. 8701）：オンライン総合証券�

ＳＢＩ証券（株） 大証ヘラクレス上場（Code No. 8696）：証券業�

イー・コモディティ（株） オンライン商品先物取引�

E*TRADE KOREA CO., LTD.  韓国におけるオンライン証券業�

ブローカレッジ＆インベストメントバンキング事業の概況�

ブローカレッジ＆インベストメントバンキング事業の主要企業�

�

主要オンライン証券の口座数比較�

683,696

453,140

314,216 299,611 262,291

Monex
Beans

松井イー・トレード�
証券�

楽天 カブコム�
�

0

200,000

400,000

600,000

800,000

イー・トレード証券の月間口座開設件数推移�

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

4,652
8,163

20,066

30,317

イー･トレード証券と主要証券会社との�
株式委託売買代金比較�

E*TRADE SECURITIES  10,805 (9.36%)

野村  9,063 (7.85%)

大和SMBC  5,615 (4.86%)
松井  4,750 (4.12%)
日興シティ  4,145 (3.59%)
大和  2,100 (1.82%)
日興コーディアル  1,371 (1.19%)

（10億円）�
�

0

4,000

8,000

12,000

2005年7月 70万口座突破！�
�

（口座数）�
�

（月間口座開設件数）�
�

2003年3月期�
（12ヶ月間の平均）�

�
�

2004年3月期�
（12ヶ月間の平均）�

�
�

2005年3月期�
（12ヶ月間の平均）�

�
�

2005年4月～6月�
（3ヶ月間の平均）�

�
�

2006年3月期1Qに�
おける委託シェア�
�

2003年�
3月期�
�

2004年�
3月期�
�

2005年�
3月期�
�

2005年�
6月末�
�

2002年�
3月期�
�

出所：証券会社各社・東証の公表数値をもとに当社作成�
�（単位：10億円、括弧内各社委託売買代金を3市場委託で除したシェア）�

�
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各事業とも順調に伸長�
――― ファイナンス･オールは、比較サイトにおける“勝ち組”の地位を確立�

�

成長するマーケットプレイス事業�
－ 総合比較サイトへの変革 － �
�
　ファイナンス・オール（株）が提供するマーケットプレイス

事業の各サービスの利用者は順調に増えています。金融分

野だけでなく、金融分野のノウハウを生かして新たに展開を

始めた非金融分野の利用者数も順調に増え、合計で年間約

60万人に利用されています。また、マーケットプレイス事業

の各比較サイトを統合させた比較・一括見積もりポータルサ

イト「比較ＡＬＬ」を通じて、日常生活やビジネスのさまざまな

シーンに応じたワンストップ比較・一括見積もりサービスの

提供を実現させ、顧客ロイヤルティの向上とさらなる利用者

数の増加を図ります。�

�

�
成長著しいSBIモーゲージ（株）の�
「住宅ローン」�
�

　ファイナンス・オール（株）の子会社であるSBIモーゲージ

（株）が2004年12月より取り扱いを開始した住宅金融公庫

証券化ローン「フラット35」が好調に推移し、2005年7月

末時点の融資実行残高は957億円となり、8月には融資実行

残高が1,000億円を超えました。�

�

�

成長軌道に乗ったSBIベリトランス（株）�
�

　ファイナンス・オール（株）の子会社で、オンライン決済ソ

リューションを提供するSBIベリトランス（株）が2004年10

月5日に大証ヘラクレス市場に株式上場を果たしました。事

業規模も順調に拡大してきており、当期の決済プラットホー

ム事業における取引件数が前期比180.5%増の年間

1,447万件へと大きく増加しました。�

�

ファイナンス・オール（株） 大証ヘラクレス上場（Code No.8437）：総合比較サイト運営 �

SBIモーゲージ（株） 住宅ローン事業 �

SBIイコール・クレジット（株） 消費者ローン事業 �

SBIビジネスローン（株） 事業者ローン事業 �

SBIリース（株） リース業 �

SBIベリトランス（株） 大証ヘラクレス上場（Code No.3749）：電子決済サービスの提供 �

モーニングスター（株） 大証ヘラクレス上場（Code No.4765）：金融商品の評価情報の提供 �

SBIベネフィットシステムズ（株） 確定拠出年金の運営管理 �

SBIアカウンティング（株） バックオフィス支援サービス �

アートフォリオ（株） 絵画・美術品の売買事業�

ファイナンシャル・サービス事業の概況�

ファイナンシャル・サービス事業の主要企業�

�

成長するマーケットプレイス事業�
       

64,962

90.3% 

0
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100,000

150,000

200,000

46.8% 95,384

181,541

成長著しいSBIモーゲージの「住宅ローン」�
       

成長軌道に乗ったＳＢＩベリトランス�
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（件数）�
�

（億円）�
�

（トランザクション：千件）�
�

非金融分野の�
トランザクション・�
ユーザー数�
29,280件�
�
�金融分野の�
トランザクション・�
ユーザー数�
152,261件�
�
�

増�

増�

2003年�
4月～6月�

�

2001年�
�

2002年�
�

2003年�
�

2004年�
�

2005年�
�

2004年�
4月～6月�

�

2005年�
4月～6月�

�

2005年6月末�
実行残高870億円�

�

※トランザクション件数：四半期合計  �
�

※トランザクションユーザー数＝サイト上で一括見積もり、資料請求、�
　 仮申込等の取引を行ったユーザーの数�
�

2003年�
3月期�
�

2004年�
3月期�
�

2005年�
3月期�
�

2006年�
3月期�
�
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